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高
度
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
機
能
で
応
え

る
／
産
業
の
進
化

を
支
え
る
特
殊
合

成
ゴ
ム（

２
〜
３
面
）

し
て
い
る
。
昨
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

高
稼
働
に
よ
る
Ｐ
Ｘ
需
要
の

先
食
い
の
影
響
を
踏
ま
え
る

と
、
仮
に
ア
パ
レ
ル
を
中
心

と
し
た
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
需

要
の
低
迷
が

継

続

す

れ

ば
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な

伸
び
は
難
し

い
と
見
て
い

る
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
普

及
な
ど
に
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染

の
抑
制
が
進
め
ば
、
Ｐ
Ｘ
需

要
は
次
第
に
年
率
４
％
程
度

と
い
う
コ
ロ
ナ
以
前
の
成
長

率
を
取
り
戻
す
と
想
定
し
て

い
る
。―

需
給
バ
ラ
ン
ス
は
ど

う
で
す
か
。

19
年
に
中
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
複
数
の
大
型

Ｐ
Ｘ
装
置
付
随
型
製
油
所
が

稼
働
を
開
始
し
て
以
降
、
構

造
的
な
余
剰
環
境
が
続
い
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
航

空
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
や
ガ
ソ
リ

ン
の
需
要
減
・
価
格
下
落
を

背
景
に
稼
働
調
整
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
各
国
に
あ
る
従
来

型
製
油
所
と
は
対
照
的
に
、

中
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
メ
ー
カ
ー
は

昨
年
、
中
間
留
分
な
ど
原
料

安
を
背
景
に
こ
の
大
型
製
油

所
及
び
Ｐ
Ｘ
装
置
を
高
稼
働

さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

結
果
、
Ｐ
Ｘ
需
給
バ
ラ
ン
ス

は
軟
化
し
、
ス
ポ
ッ
ト
価
格

と
ナ
フ
サ
価
格
の
値
差
は
昨

年
11
月
に
１
㌧
当
た
り
１
３

０
㌦
ま
で
悪
化
し
た
。
過
去

15
年
間
、
値
差
が
２
０
０
㌦

を
切
っ
た
こ
と
は
な
く
、
歴

史
的
な
低
水
準
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

―
今
年
も
こ
の
傾
向
が

続
き
そ
う
で
す
か
。

　
巨
大
製
油
所
の
大
型
Ｐ
Ｘ

装
置
の
高
稼
働
に
よ
る
供
給

圧
力
の
強
さ
が
続
く
と
思
わ

れ
る
一
方
、
中
国
で
複
数
の

新
設
Ｐ
Ｔ
Ａ
装
置
が
稼
働
を

開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｐ

Ｘ
需
要
が
増
え
、
そ
の
結

果
、
需
給
の
余
剰
感
は
解
消

に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
。

足
元
、
Ｐ
Ｘ
装
置
の
ト
ラ
ブ

ル
や
米
国
寒
波
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、
値
差
は
２
０
０
㌦

代
後
半
と
や
や
持
ち
直
し
て

い
る
。
と
は
言
え
、
引
き
続

き
厳
し
い
環
境
に
あ
る
こ
と

は
変
わ
ら
ず
、
従
来
型
の
Ｐ

Ｘ
装
置
は
減
産
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

―
今
年
の
主
な
新
増
設

計
画
は
。

　
Ｐ
Ｘ
で
は
中
国
・
浙
江
石

化
第
２
期
（
年
産
５
０
０
万

㌧
）
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・

ジ
ザ
ン
（
１
０
０
万
㌧
）
の

２
基
が
年
央
に
稼
働
開
始
す

る
見
通
し
だ
。
前
者
は
非
常

に
規
模
が
大
き
い
が
、
傘
下

の
逸
盛
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２
基
計
７

０
０
万
㌧
）
が
並
行
し
て
進

行
し
て
お
り
、
需
給
・
市
況

へ
の
影
響
は
年
産
能
力
ほ
ど

大
き
く
な
い
と
見
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
新
設
規

模
は
４
基
合
計
で
年
産
１
２

０
０
万
㌧
。
Ｐ
Ｘ
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
新
設
計
画
の
能
力
を
比
べ

る
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
Ｐ
Ｘ
を
上
回

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

従
っ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に

新
設
Ｐ
Ｔ
Ａ
装
置
が
順
当
に

稼
働
し
て
く
れ
ば
、
Ｐ
Ｘ
需

給
の
余
剰
感
は
解
消
に
向
か

う
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と

も
、
中
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
在
庫
水

準
の
高
さ
に
加
え
、
昨
年
末

か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
マ
ー
ジ
ン
の

悪
化
を
背
景
に
、
新
設
Ｐ
Ｔ

Ａ
装
置
の
稼
働
開
始
後
は
、

採
算
が
悪
化
し
た
既
存
Ｐ
Ｔ

Ａ
装
置
が
稼
働
停
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

―
―
今
後
の
市
場
を
展
望

す
る
に
当
た
り
ど
の
辺
り
に

着
目
し
て
い
ま
す
か
。

　
第
一
に
新
設
装
置
の
稼
働

開
始
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

Ｐ
Ｘ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
に
装
置

能
力
が
大
き
く
、
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
に
よ
り
立
ち
上
げ
が
遅

れ
れ
ば
需
給
へ
の
影
響
は
大

き
く
な
る
。
特
に
浙
江
石
化

第
２
期
に
つ
い
て
は
仮
に
稼

働
開
始
が
遅
延
し
た
場
合
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
は
一
転
、
タ

イ
ト
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
第
二
に

コ
ロ
ナ
の
世

界
経
済
へ
の

影
響
だ
。
今

後
を
見
通
す

こ
と
は
難
し

い
も
の
の
、

先
述
し
た
よ

う
に
ワ
ク
チ
ン
普
及
な
ど
に

よ
り
コ
ロ
ナ
感
染
抑
制
が
進

め
ば
、
世
界
経
済
の
持
ち
直

し
に
連
動
し
て
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
需
要
が
回
復
し
、
Ｐ
Ｘ
需

要
は
従
来
の
年
率
４
％
程
度

の
成
長
率
に
復
帰
す
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

需
要
が
戻
る
に
連
れ
、
Ｐ
Ｘ

需
要
の
安
定
的
な
伸
び
が
徐

々
に
能
力
余
剰
を
吸
収
し
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
は
適
正
化
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

―
御
社
の
Ｐ
Ｘ
事
業
の

方
向
性
を
ご
紹
介
下
さ
い
。

　
中
国
向
け
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
同
国
の
Ｐ
Ｘ
輸
入
量
は

18
年
に
約
１
６
０
０
万
㌧
、

19
年
に
約
１
５
０
０
万
㌧
、

20
年
に
約
１
３
０
０
万
㌧
と

漸
減
傾
向
に
あ
る
。

　
た
だ
、
内
製
化
が
進
む
一

方
、
上
流
を
持
た
な
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
新
増
設
計
画
も
複
数
進
捗

し
て
お
り
、
今
後
も
年
間
１

千
万
㌧
以
上
の
輸
入
が
継
続

す
る
見
通
し
で
あ
る
。
当
社

と
し
て
は
複
数
の
生
産
拠
点

と
豊
富
な
自
社
船
団
と
い
う

強
み
を
生
か
し
て
引
き
続
き

中
国
市
場
に
向
き
合
っ
て
い

く
。

　
も
う
一
つ
が
北
米
だ
。
北

米
で
は
Ｐ
Ｘ
需
要
が
堅
調
に

伸
び
る
な
か
、
18
年
に
米
国

の
シ
ェ
ブ
ロ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
・
ケ
ミ
カ
ル
が
年
産
45

万
㌧
設
備
を
停
止
す
る
な
ど

Ｐ
Ｘ
不
足
が
継
続
し
て
い
る

と
見
て
お
り
、
そ
の
点
を
踏

ま
え
て
当
社
で
は
北
米
向
け

輸
出
を
強
化
し
て
い
る
。
16

年
か
ら
北
米
向
け
輸
出
を
開

始
し
て
い
る
が
、
貯
蔵
タ
ン

ク
大
型
化
や
桟
橋
拡
張
な
ど

出
荷
イ
ン
フ
ラ
の
増
強
も
検

討
し
て
い
て
、
北
米
で
の
さ

ら
な
る
販
路
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
く
。

―
需
要
動
向
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の

の
、
19
年
比
約
２
・
５
％
増

の
４
８
０
０
万
㌧
台
と
な
っ

た
と
見
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
下

で
も
前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
背
景
は
二
つ
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
一
つ
は
世
界
最
大

の
需
要
地
で
あ
る
中
国
が
他

国
に
先
駆
け
て
経
済
が
回
復

し
た
こ
と
。

　
も
う
一
つ
は
誘
導
品
で
あ

る
Ｐ
Ｔ
Ａ(

高
純
度
テ
レ
フ

タ
ル
酸
）
の
中
国
メ
ー
カ
ー

が
、
３
月
以
降
の
原
油
価
格

下
落
を
機
に
、
原
油
安
メ
リ

ッ
ト
を
受
け
る
か
た
ち
で
高

稼
働
・
在
庫
積
み
増
し
の
戦

略
に
切
り
替
え
Ｐ
Ｔ
Ａ
装
置

を
高
稼
働
さ
せ
た
こ
と
だ
。

こ
の
結
果
、
中
国
の
Ｐ
Ｘ
需

要
は
19
年
比
約
５
・
５
％
増

加
し
、
約
２
・
５
％
減
っ
た

中
国
以
外
の
需
要
の
落
ち
込

み
を
補
い
世
界
需
要
は
プ
ラ

ス
成
長
を
維
持
し
た
。

　
今
年
の
世
界
需
要
に
つ
い

て
は
20
年
比
横
ば
い
と
試
算

パ
ラ
キ
シ
レ
ン（
Ｐ
Ｘ
）

2021
化
学
品
動
向
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秋山　健一氏

中
国
新
設
Ｐ
Ｔ
Ａ
稼
働
な
ど
で

余
剰
感
解
消
の
可
能
性

21年世界需給

　
ダ
イ
セ
ル
は
、
ス
マ
ー
ト

Ｓ
Ｂ
Ｕ
で
主
力
製
品
の
一
つ

と
し
て
半
導
体
や
Ｆ
Ｐ
Ｄ
、

Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
積
層
セ
ラ
ミ
ッ

ク
コ
ン
デ
ン
サ
ー
）
な
ど
の

製
造
に
用
い
る
高
沸
点
溶
剤

の
拡
大
を
機
能
付
与
な
ど
に

よ
っ
て
加
速
す
る
。

　
同
社
は
高
沸
点
か
つ
低
毒

性
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
溶

剤
と
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｐ
Ｇ
、
Ｍ
Ｍ

Ｐ
Ｇ
Ａ
Ｃ
な
ど
保
有
す
る
。

こ
れ
ら
の
高
純
度
化
や
機
能

付
与
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
高

精
細
化
や
半
導
体
の
微
細
化

・
多
層
化
を
支
援
す
る
。
さ

ら
に
低
メ
タ
ル
で
低
パ
ー
テ

ィ
ク
ル
の
超
高
純
度
な
溶
剤

も
開
発
し
、
大
竹
工
場
（
広

島
県
）
に
量
産
体
制
を
整
備

し
た
。
Ｅ
Ｕ
Ｖ
（
極
端
紫
外

線
）
用
を
含
む
最
先
端
の
半

導
体
製
造
向
け
な
ど
と
し
て

採
用
を
広
げ
て
い
く
。

　
配
合
技
術
を
駆
使
し
た
高

沸
点
溶
剤
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｏ

Ｌ
」
も
溶
解
性
、
分
散
性
、

塗
布
性
、
乾
燥
性
、
チ
ク
ソ

ト
ロ
ピ
ー
性
な
ど
を
調
整
す

る
こ
と
で
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
向
け

を
は
じ
め
Ｆ
Ｐ
Ｄ
、
半
導
体

な
ど
の
幅
広
い
用
途
で
採
用

を
広
げ
て
き
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
で
も
引
き
続
き
最

終
製
品
の
軽
薄
短
小
化
や
機

能
向
上
に
寄
与
す
る
溶
剤
と

し
て
、
拡
販
を
強
化
し
て
い

く
方
針
。
　

ダ
イ
セ
ル

半
導
体
、Ｍ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
力

高
純
度
・
機
能
化
を
追
求

高沸点溶剤

　
日
本
化
薬
は
、
色
素
材
料

事
業
の
差
別
化
、
高
付
加
価

値
化
の
一
環
と
し
て
、
ノ
ン

フ
ェ
ノ
ー
ル
系
の
感
熱
顕
色

剤
や
水
系
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
（
Ｉ
Ｊ
）
用
イ
ン
ク
な
ど

の
環
境
・
安
全
対
応
型
製
品

を
開
発
し
た
。
機
能
面
へ
の

評
価
も
高
く
、
市
場
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
を
追
い
風
と
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
拡
大
に

本
腰
を
入
れ
る
。

　
ノ
ン
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
の
感

熱
顕
色
剤
は
、
環
境
・
安
全

日
本
化
薬

水
系
Ｉ
Ｊ
イ
ン
ク
な
ど

環
境
対
応
型
を
世
界
展
開

色素材料

に
対
す
る
世
界
的
な
関
心
の

高
ま
り
に
応
え
て
開
発
し
た

も
の
。
耐
久
性
な
ど
機
能
面

へ
の
評
価
も
高
く
、
商
業
ベ

ー
ス
の
供
給
体
制
も
整
え
、

食
品
周
り
な
ど
評
価
を
終
え

た
顧
客
か
ら
採
用
が
進
ん
で

い
る
。

　
新
規
化
合
物
と
し
て
国
内

外
で
登
録
し
た
う
え
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
市
場
を
広
げ
て

い
く
方
針
だ
。

　
ま
た
、
食
品
・
飲
料
関
連

の
フ
ィ
ル
ム
向
け
と
し
て
、

非
吸
収
の
軟
包
装
材
に
も
定

着
し
、
直
接
印
刷
で
き
る
水

系
の
Ｉ
Ｊ
用
イ
ン
ク
も
他
社

に
先
駆
け
て
開
発
し
た
。
世

界
で
広
が
る
溶
剤
規
制
な
ど

に
応
え
た
も
の
。
イ
ベ
ン
ト

や
販
売
促
進
な
ど
を
目
的
と

し
て
食
品
・
飲
料
の
ラ
ベ

ル
、
包
材
な
ど
で
オ
ン
デ
マ

ン
ド
印
刷
の
ニ
ー
ズ
が
増
え

る
な
か
、
プ
リ
ン
タ
ー
や
ヘ

ッ
ド
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携

し
て
商
業
化
を
急
ぎ
、
拡
大

に
つ
な
げ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
印
刷
材
料
な
ど

を
展
開
す
る
色
素
材
料
事
業

で
は
、
停
滞
し
て
い
た
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
向
け
の
Ｉ
Ｊ
用

色
素
が
在
宅
勤
務
の
増
加
で

拡
大
に
転
じ
る
一
方
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
産
業
向
け

の
Ｉ
Ｊ
用
色
素
、
繊
維
用
の

染
料
、
チ
ケ
ッ
ト
印
刷
用
な

ど
の
感
熱
顕
色
剤
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
。

　
総
じ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

は
大
き
く
、
収
束
す
れ
ば
好

転
す
る
見
通
し
だ
が
、
市
場

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
環
境
・
安

全
対
応
型
製
品
の
開
発
、
拡

大
に
も
注
力
し
、
持
続
的
成

長
に
つ
な
げ
て
い
く
。
　

　
日
本
ゼ
オ
ン
は
、
環
状
オ

レ
フ
ィ
ン
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
に
結
晶
性
を
付
与
し
た

「
ゼ
オ
ネ
ッ
ク
ス
Ｃ
２
４
２

０
」
の
フ
ィ
ル
ム
を
来
春
メ

ド
に
市
場
投
入
す
る
計
画

だ
。
樹
脂
で
の
本
格
販
売
を

開
始
し
た
ば
か
り
だ
が
、
フ

ィ
ル
ム
と
し
て
も
技
術
面
を

固
め
た
う
え
で
既
存
設
備
の

転
用
か
新
系
列
導
入
に
よ
っ

て
量
産
体
制
を
整
え
る
。
Ｃ

２
４
２
０
の
特
徴
で
あ
る
誘

電
特
性
や
耐
熱
性
な
ど
を
生

か
し
、
５
Ｇ
、
６
Ｇ
に
対
応

し
た
高
速
通
信
用
の
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
銅
張
積
層
板
（
Ｆ
Ｃ

Ｃ
Ｌ
）
基
板
向
け
な
ど
の
拡

大
に
本
腰
を
入
れ
る
。

　
Ｃ
２
４
２
０
は
分
子
設
計

の
工
夫
に
よ
っ
て
、
非
晶
性

の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
結
晶
性
を
付
与

し
た
も
の
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
本
来
の

特
徴
で
あ
る
誘
電
特
性
（
低

誘
電
正
接
は
０
・
０
０
１
以

下
）
や
低
吸
水
性
を
維
持
し

た
ま
ま
、
高
速
通
信
用
基
板

な
ど
へ
展
開
す
る
う
え
で
の

課
題
だ
っ
た
耐
熱
性
や
耐
薬

品
性
、
耐
屈
曲
性
（
銊
性
）

を
大
幅
に
改
善
し
た
。
高
岡

工
場
（
富
山
県
）
内
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を
改
造
し

て
小
ス
ケ
ー
ル
（
年
産
１
０

０
㌧
規
模
）
の
量
産
体
制
を

整
備
し
、
先
ご
ろ
本
格
販
売

を
開
始
し
た
。

　
５
Ｇ
対
応
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
向

け
で
は
、
主
と
し
て
評
価
が

先
行
し
た
液
晶
ポ
リ
マ
ー

（
Ｌ
Ｃ
Ｐ
）
フ
ィ
ル
ム
な
ど

が
採
用
さ
れ
る
見
通
し
だ

が
、
６
Ｇ
以
降
を
見
据
え
、

よ
り
低
誘
電
正
接
な
材
料
へ

の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い

る
。
特
に
同
社
注
力
す
る
の

は
こ
の
領
域
。
候
補
材
料
が

限
定
さ
れ
る
な
か
、
Ｃ
２
４

日
本
ゼ
オ
ン

高
速
通
信
用
基
板
に
狙
い

22
年
春
に
フ
ィ
ル
ム
投
入

結晶性ＣＯＰ

２
０
は
誘
電
特
性
に
加
え
、

フ
ィ
ル
ム
へ
の
加
工
性
や
銅

箔
な
ど
と
の
密
着
性
を
含
め

た
ト
ー
タ
ル
の
コ
ス
ト
競
争

力
で
も
優
位
性
を
発
揮
で
き

る
と
見
て
い
る
。

　
フ
ィ
ル
ム
は
密
着
性
や
収

縮
性
な
ど
顧
客
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
物
性
の
製
品
開
発
な
ど

を
進
め
な
が
ら
、
量
産
体
制

を
整
備
し
て
い
く
。
高
速
通

信
用
の
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
向
け
で

は
、
よ
り
伝
送
ロ
ス
を
抑
え

る
た
め
、
銅
箔
な
ど
と
貼
り

合
わ
せ
る
低
誘
電
の
層
間
絶

縁
材
料
も
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ
メ
ー
カ

ー
な
ど
と
連
携
し
て
開
発
中

で
、
メ
ッ
キ
や
ス
パ
ッ
タ
リ

ン
グ
に
よ
る
２
層
化
も
検
討

し
て
い
る
。

　
Ｃ
２
４
２
０
は
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｌ

向
け
の
ほ
か
、
フ
ィ
ル
ム
コ

ン
デ
ン
サ
ー
向
け
も
有
望
視

し
て
お
り
、
さ
ら
に
複
数
の

産
業
用
途
で
も
評
価
が
進
ん

で
い
る
。
市
場
を
広
げ
な
が

ら
、
年
１
千
㌧
以
上
の
規
模

を
想
定
し
た
新
系
列
の
検
討

も
進
め
て
い
く
方
針
で
あ

り
、
新
系
列
は
世
界
展
開
を

見
据
え
て
海
外
で
の
新
立
地

も
視
野
に
入
れ
る
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
推
進
し
、
市
場

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
立
地

や
規
模
、
生
産
設
備
の
設
計

な
ど
を
具
体
化
し
て
い
く
考

え
。

　
本
来
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
高
い
透

明
性
な
ど
か
ら
光
学
フ
ィ
ル

ム
や
レ
ン
ズ
、
医
療
用
途
な

ど
に
豊
富
な
採
用
実
績
を
持

つ
。
既
存
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
引
き

続
き
拡
大
し
な
が
ら
、
結
晶

性
タ
イ
プ
で
も
応
用
分
野
を

広
げ
、
一
層
の
事
業
基
盤
強

化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

三

井

化

学

衛
材
用
不
織
布
の

中
国
子
会
社
譲
渡

　
三
井
化
学
は
、
中
国
の
１

０
０
％
子
会
社
で
衛
生
材
料

用
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ

Ｐ
）
長
繊
維
不
織
布
を
製
造

・
販
売
す
る
三
井
化
学
不
織

布
（
天
津
）（
Ｍ
Ｃ
Ｎ
Ｔ
）

の
全
株
式
を
同
国
の
不
織
布

大
手
、
佛
山
市
南
海
必
得
福

無
紡
布
（
Ｂ
Ｔ
Ｆ
）
に
譲
渡

す
る
。
５
月
に
手
続
き
を
完

了
す
る
予
定
。
衛
材
用
Ｐ
Ｐ

不
織
布
事
業
は
日
本
と
タ
イ

の
生
産
拠
点
に
資
源
を
集
中

し
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市

場
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
強
化
す

る
。

　
Ｍ
Ｃ
Ｎ
Ｔ
は
、
三
井
化
学

グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
日
本
の

サ
ン
レ
ッ
ク
ス
工
業
（
三
重

県
四
日
市
市
）、
タ
イ
に
続

く
中
国
の
衛
材
用
Ｐ
Ｐ
不
織

布
生
産
拠
点
と
し
て
13
年
12

月
に
年
産
１
万
５
千
㌧
設
備

の
操
業
を
開
始
し
た
。
中
国

は
紙
お
む
つ
向
け
を
中
心
に

需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
現
地
メ
ー
カ
ー
と
の

競
争
も
激
化
し
て
い
る
。
三

井
化
学
は
Ｂ
Ｔ
Ｆ
か
ら
Ｍ
Ｃ

Ｎ
Ｔ
の
株
式
取
得
の
打
診
を

受
け
譲
渡
を
決
め
た
。
中
国

市
場
に
は
現
地
メ
ー
カ
ー
品

と
差
別
化
し
た
高
機
能
品
の

展
開
に
注
力
し
、
日
本
と
タ

イ
か
ら
の
供
給
、
Ｂ
Ｔ
Ｆ
へ

の
生
産
委
託
な
ど
を
検
討
す

る
。

　
Ｂ
Ｔ
Ｆ
は
中
国
と
米
国
に

生
産
拠
点
を
持
つ
メ
デ
ィ
カ

ル
用
・
衛
材
用
不
織
布
の
大

手
。
三
井
化
学
は
、
Ｂ
Ｔ
Ｆ

と
は
高
機
能
メ
デ
ィ
カ
ル
用

不
織
布
の
生
産
委
託
な
ど
で

15
年
以
上
の
関
係
が
あ
り
、

今
後
も
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
す
る
。

韓
で
２
製
品
量
産
化

波
長
変
換
シ
ー
ト

有
機
Ｅ
Ｌ
発
光
層

需
要
地
で
拡
販
へ

ディスプレイ材

東
レ
は
、
韓
国
子
会
社
Ｔ
Ａ
Ｋ
で
二
つ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
材
料
を
相
次
ぎ

量
産
化
し
た
。
一
つ
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
広
色
域
化
を
実
現
す
る
波

長
変
換
材
料
「
Ｓ
Ｃ
Ｏ
シ
ー
ト
」
、
も
う
一
つ
は
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
発
光
層
。
需
要
地
で
生
産

す
る
地
産
地
消
で
増
加
す
る
需
要
を
取
り
込
み
、
拡
販
を
加
速
す
る
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｏ
シ
ー
ト
は
、
有
機

発
光
材
料
を
用
い
た
波
長
変

換
材
料
。
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に
組
み

込
ま
れ
、
高
色
純
度
の
緑
と

赤
を
発
光
し
て
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
広
色
域
化
し
、
色
鮮
や

か
な
画
像
表
示
に
寄
与
す

る
。
従
来
の
半
導
体
微
粒
子

の
量
子
ド
ッ
ト
を
用
い
た
波

長
変
換
シ
ー
ト
に
比
べ
て
、

よ
り
色
鮮
や
か
な
画
像
表
示

が
可
能
に
な
る
利
点
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
、
採
用
が
進

ん
で
い
る
。
昨
年
は
国
際
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
学
会
（
Ｓ
Ｉ

Ｄ
）
か
ら
賞
を
受
け
た
。
こ

れ
ま
で
滋
賀
事
業
場
で
生
産

し
て
き
た
が
、
引
き
合
い
が

活
発
化
す
る
韓
国
で
量
産
化

し
た
。
中
国
で
の
量
産
化
も

検
討
し
て
い
る
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
有
機
発
光
層
に
使
わ
れ
る

材
料
の
一
部
も
韓
国
で
量
産

化
し
た
。
こ
れ
も
従
来
は
滋

賀
事
業
場
だ
け
で
生
産
し
て

き
た
が
、
需
要
地
で
の
生
産

で
拡
販
に
弾
み
を
つ
け
る
。

有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
で
な

く
、
テ
レ
ビ
向
け
で
も
韓
国

や
中
国
な
ど
の
有
力
企
業
の

参
入
が
相
次
で
い
る
こ
と
か

ら
、
材
料
の
需
要
も
拡
大
す

る
見
通
し
。
東
レ
は
有
機
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
材
料
を
電
子
情

報
材
料
事
業
拡
大
の
牽
引
役

の
一
つ
に
位
置
づ
け
、
感
光

性
ポ
リ
イ
ミ
ド
な
ど
も
展
開

し
て
い
る
。

　
東
レ
は
、
東
海
工
場
（
愛

知
県
東
海
市
）
で
感
光
性
ポ

リ
イ
ミ
ド
（
Ｐ
Ｉ
）
の
生
産

設
備
を
増
設
す
る
検
討
に
入

っ
た
。
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
半
導
体
向
け
の
需
要

増
に
対
応
す
る
。
滋
賀
事
業

場
（
滋
賀
県
大
津
市
）
に
続

く
感
光
性
Ｐ
Ｉ
の
生
産
拠
点

と
し
て
東
海
工
場
で
19
年
度

に
新
ラ
イ
ン
の
操
業
を
開
始

し
た
ば
か
り
だ
が
、
早
期
に

供
給
が
不
足
す
る
と
み
て
い

る
。
数
年
後
の
増
設
完
了
を

東
海
工
場

半
導
体
向
け
好
調
受
け

感
光
性
Ｐ
Ｉ
の
増
設
検
討

予
定
す
る
。

　
東
レ
の
感
光
性
Ｐ
Ｉ
は
、

有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

画
素
分
離
層
と
平
坦
化
層
で

業
界
標
準
材
料
と
な
っ
て
お

り
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
へ
の
採
用

拡
大
に
伴
い
需
要
が
好
調
。

半
導
体
の
表
面
保
護
膜
や
電

子
部
品
の
層
間
絶
縁
膜
な
ど

の
用
途
で
も
需
要
が
拡
大
し

て
い
る
。

  

感
光
性
Ｐ
Ｉ
の
生
産
は
従

来
、
滋
賀
事
業
場
内
の
３
カ

所
の
施
設
だ
け
で
行
っ
て
い

た
が
、
災
害
や
緊
急
時
の
リ

ス
ク
分
散
を
図
る
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
一
環
で

19
年
度
か
ら
東
海
工
場
で
も

開
始
し
た
。
建
屋
内
に
は
第

２
生
産
ラ
イ
ン
の
増
設
余
地

が
あ
り
、
需
要
動
向
を
見
極

め
増
設
に
踏
み
切
る
。

東
　
　
レ

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

に
な
る
。
復
興
庁
が
昨
年
末

に
国
会
に
提
出
し
た
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
状

況
に
関
す
る
報
告
」
に
よ
る

と
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や
住

宅
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ

と
で
、
地
震
・
津
波
被
災
地

域
は
「
復
興
の
総
仕
上
げ
の

段
階
に
あ
る
」
と
し
た
。
一

方
、
原
子
力
災
害
被
災
地
域

に
つ
い
て
は
中
長
期
的
な
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
現
状
は

「
復
興
・
再
生
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
段
階
」
と
し
て
い

る
▼
浪
江
町
の
請
戸
漁
港
は

沿
岸
漁
業
の
基
地
で
、
春
は

イ
カ
ナ
ゴ
や
メ
バ
ル
、
夏
は

ス
ズ
キ
、
秋
は
ヒ
ラ
メ
、
冬

は
カ
レ
イ
や
寒
ブ
リ
、
今
の

季
節
だ
と
シ
ラ
ウ
オ
が
獲
れ

る
豊
か
な
漁
場
だ
っ
た
。
浪

江
町
請
戸
地
区
は
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
か
ら
近
く
、

大
震
災
で
は
大
津
波
に
飲
み

込
ま
れ
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
▼
２
年
前
の
３
月
に
、

震
災
犠
牲
者
の
慰
霊
碑
が
あ

る
浪
江
町
の
大
平
山
に
行
っ

た
。
そ
こ
か
ら
海
側
を
臨
む

と
、
震
災
前
は
集
落
だ
っ
た

土
地
は
更
地
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
更
地
に
は
新
し
い

道
が
作
ら
れ
、
漁
港
の
再
建

工
事
の
た
め
に
ト
ラ
ッ
ク
が

行
き
交
っ
て
い
た
▼
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
進
ん
だ
が
、
漁

業
復
活
に
向
け
た
戦
い
は
続

い
て
い
る
。
一
番
の
問
題
は

安
全
性
に
対
す
る
風
評
被
害

だ
。
福
島
県
漁
連
は
県
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
安
全
が
確
認

さ
れ
た
魚
種
に
限
定
し
た
試

験
操
業
を
行
う
こ
と
で
安
心

安
全
な
魚
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
き
た
が
、
こ
の
方
法
で

は
漁
獲
量
が
震
災
前
の
２
割

以
下
に
し
か
な
ら
な
い
た

め
、
３
月
末
で
試
験
操
業
を

終
了
し
て
本
格
操
業
に
移
行

し
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
▼
大
手
ス
ー
パ
ー

の
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
は
、
２

０
１
８
年
か
ら
複
数
の
店
舗

で
福
島
産
の
鮮
魚
を
販
売
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
風
評
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
福
島
の
お
い
し
い

魚
を
食
べ
る
こ
と
が
被
災
地

の
応
援
に
な
る
。


